
南砺へ

　北陸新幹線開業で賑わう金沢から、

南砺市へ向かう。南砺市は富山県の南

西の角に位置し、人口は5万人強。市の

北部は散居村で有名な砺波平野が広が

り、南部は山地である。

　このような田舎の町であるが、南砺

には、世界遺産登録20周年を迎えた五

箇山の合掌造り集落をはじめとして、

魅力的な資源が点在している。紹介し

ていこう。

いなみ国際木彫刻
キャンプ

　井波は、瑞泉寺の門前町として古く

から栄えた。瑞泉寺は大きなお寺。本

堂は間口46m、奥行43m、畳の数450畳

であり、木造建築としては、京都の東

本願寺、三十三間堂、西本願寺に次い

で4番目の大きさだそうである。この瑞

泉寺の再建を起源として、今日では「井

波彫刻」の町として知られるようになっ

た。門前町・八日町通りを歩くと、普通

の商店街とは少し趣が異なり、トントン

トンと木彫りの音が聞こえてくる。路線

バスの停留所の看板（写真１）、この10

年で急激に珍しくなった電話ボックス

も木彫りである。今でも200名ほどの彫

刻師が暮らしており、200本以上ともい

われる彫刻刀を使い分けながら、建物

の装飾や欄間、仏像、人形などを制作

している。

　井波では、「木彫りを通して世界をつ

なぐ」をテーマに、南砺市いなみ国際

木彫刻キャンプは4年に一度、開催され

ている（写真２）。瑞泉寺の境内を舞台

に、世界各国の彫刻家たちが集まり、

約2週間かけて、原木から作品を完成

させる。制作の様子は一般公開されて

おり、いつでも見学可能である。このイ

ベントは、作品のできばえを競い合うコ

ンクール方式ではなくキャンプ方式で

あり、世界中の作家と来場者が期間中

に互いの伝統、文化に触れあうことを

目的のひとつとしている。

　7回目を迎えた2015年8月のキャンプ

では、アルゼンチン、オーストラリア、

中国、チェコ、ハンガリー、イタリア、韓

国、モンテネグロ、モロッコ、スイス、ト

ルコ、そして日本から計12か国、17者が

参加した。入口に掲示された「会場での

ドローンの使用はご遠慮ください。」の

案内板は時節柄なのか。アルゼンチン

の作家は、「向こう側」と題して、日本と

アルゼンチンとの地理関係をヒントに、

地球を挟んで人間が向かい合っている

作品づくり（写真３）。各ブースのパネ

ルには、作家と会話を始めるきっかけ

づくりとして、「こんにちは」「暑いです

ね」「頑張って下さい」の3つの言葉が、

作家の母国語で書かれてあった。

　地元の中高生がそれぞれの作家の世

話係として、木くずの掃除やドリンクの

提供などお手伝いをしていた様子が印

象的であった。子供たちは、生まれ育っ

た自分の町に国際的な彫刻家たちが

やってきて、作品を手掛ける姿を間近

で体験できる。世界とは、海の向こうに

あるだけではなく、すぐ近所にあること

を気づかせてくれる貴重な場である。

利賀村

　井波から車で1時間ほど山道を進

むと人口850人ほどの過疎の村、利賀

村にたどり着いた。利賀芸術公園では

「SCOTサマー・シーズン2015」が開催

されていた。今年は、演出家・鈴木忠

志が劇団SCOT（Suzuki Company of 

Toga）を創立して50年目、利賀村に拠

点を移して40年目を迎えた。既に、富山

県や南砺市の協力により、既存施設の

リノベーションを含めて、6つの劇場、稽

古場、宿舎、食堂等の施設が整備され

ている（写真４，５）。

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

１ 路線バス停留所の木彫り看板

 福田知弘氏による「都市と建
築のブログ」の好評連載の第32回。毎回、
福田氏がユーモアを交えて紹介する都市や
建築。今回は富山県南砺市の3Dデジタル
シティ・モデリングにフォーラムエイトVR
サポートグループのスタッフがチャレンジ
します。どうぞお楽しみください。
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　夜8時から「世界の果てからこんにち

は」を観覧したが、何と、800席ある屋

外劇場は満席であった（写真６）。日本

の繁栄と没落の歩みを風刺的に描いた

作品。劇の進行に合わせて、真っ暗闇

の中に花火が打ち上げられるなど、背

景の山なみまでを取りこんだ、屋外劇

ならではの演出。想像以上に壮大なス

ケールであった。終わるや否や、観衆か

ら惜しみない拍手がわき起こった。そし

て鈴木氏のお声掛けで、来賓を交えて

の鏡割り。そして観衆も舞台に降りて、

俳優やスタッフと交流できる。主客一

体。

　 利 賀 芸 術 公 園 のグルメ館 は 、サ

マー・シーズン期間中「天空と星空のシ

アターヴィレッジ」として、地元の食や

ジビエ料理（熊汁）、バー（地ビール）

が深夜まで営業されているのがうれし

い（写真７）。「世界の果てからこんに

ちは」の余韻に浸りながら、新たに出

会えたメンバーと談笑することができ

た（写真８）。

　利賀村では、会場に用意されたテン

トに宿泊。テントは地面に直張りでは

なく、地面の上に板を一枚敷いてある

ので、湿気感がなく、寝心地はかなり

ヨカッタ。最近はやりの、グランピング

（glamorous+camping）というカテゴ

リーに含まれるのだろうか。

五箇山・合掌造り

　五箇山の代表的な集落として、相倉

と菅沼があり、それぞれ23棟、9棟の合

掌造りが残されている（写真９, 10）。

蕎麦と五箇山とうふを頂いてから、集

落を散策した（写真11）。屋根は60度の

急こう配で正三角形の形をしている。

五箇山は、特別豪雪地帯にあるため

に、雪が滑り落ちやすい構造となって

いる。また、大きな三角帽子はやじろ

べえのように支点を定めて1階の軸組

みの上に載せてあるだけで固定はされ

ていない。チョンナバリと呼ばれる太

い梁であり、これは斜面に生育して自

然に曲がったナラ材を用いている。

　合掌造りの1階は大工が作るが、2階

以上は結(ゆい)という制度の元、村人

が共同で作る。釘や金具を一切使わ

ず、荒縄とネソと呼ばれるマンサクの木

で組み上げられている。建物は、生活

の場だけでなく、和紙漉き、塩硝作り、

養蚕などの生業の場として使われてき

た。周りと遮断されてしまう冬の厳し

い環境においても暮らせるように考え

られた合理的な建物である。

　村上家は、相倉と菅沼の間に位置

する合 掌 造りで、高さ

10.96m、幅10.74m、奥行き20.37mと大

きなものである（写真12）。天正年間

（1573～1591）に建てられたといわれ

ており、この時期は、何と、織田信長が

安土城を築いた頃である。

　村上家の調査は、今回の南砺訪問の

目的のひとつであった。南砺市と（一

財）最先端表現技術利用推進協会（表

技協）は連携プロジェクトを立ち上げて

おり、五箇山合掌造りを核として、3DVR

アーカイブスの構築を進めている。これ

は、歴史的文化的な五箇山合掌造りと

最先端技術との融合により、価値の高

い五箇山の価値の高い文化資産の継承

や普及、啓蒙を目的としている。

　その第一弾として、村上家の内外空

間を3Dモデル化して3DCGムービーを

制作した。これは、合掌造り構造やそ

こで暮らす人々の風習

や生活の知恵を

わかりやすく

紹 介しよう

というもの

で あ る 。筆

者は監修を務

めた。10月末

に南砺市で開

催された世界

遺産登録20周年

記念式典で初公開、11月に神戸市で開

催されたシーグラフアジア2015でも紹

介された。ネットでも視聴することがで

きるので、是非ご覧頂きたい。3Dモデ

ルは今後、「南砺3DVRアーカイブス」

の構築に向けて、様々な形で活用、拡

張される計画である。

　それにしても、道中、たくさんの生

き物に出会えた。郵便ポストの雨ガエ

ルは色の対比が美しい。細い草にしが

みついたトカゲはバランス感覚が良い

のだろう。垂直の杉板にキリギリスが

しがみついていたが、杉板ではなく人

工タイルだったら彼はツルツル滑って

しまい、筆者とは出会えなかったであ

ろう（写真13）。利賀村のゆるキャラに

もなっている「オロロ」という大きなア

ブにもまとわりつかれてオロオロした

（笑）。そんな、懐かしさたっぷりの南

砺訪問であった。

６ 「世界の果てからこんんちは」観客席

７ 「天空と星空のシアターヴィレッジ」のバーと
　   ジビエ料理

13 南砺で出会った生き物たち

11 蕎麦と五箇山とうふ

９ 五箇山・相倉集落

８ 演劇の余韻に浸りつつ談笑

10 五箇山・菅沼集落 12 五箇山・村上家

3DCG で見る五箇山の合掌造り
https://youtu.be/d4QFWg0yWzI
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